
令和７年度 しまね☆まめなカンパニー取組報告結果 

 

１．登録事業数  

計 436事業所 （44事業所増↑） 

   

２．報告数 

報告事業所数 303 ／ 報告対象事業所数 412(県機関等除く)  （回収率 73％） 

  

３．取組状況 

（１）年次報告対象事業所における☆獲得数別割合の推移        

     

  

（２）報告事業所における☆獲得数の推移    

 （か所）             
 

R2年度末 R3年度末 R4年度末 R5年度末 R6年度末 R7年度末 

☆１ 4 2 2 2 4 2 

☆２ 13 7 6 7 13 7 

☆３ 14 12 23 17 23 10 

☆４ 21 23 30 32 42 36 

☆５ 132 140 166 175 177 248 

 

 

 

 

※R8.1.31 時点 

ご登録いただきありがとうござ

いました。これからも登録拡大を

図っていきます。 



（３）R７年報告対象事業所における取組状況    （※重複回答あり） 

項目 
事業所数(か所) 

[前年比較] 

たばこ対策 295［+40］ 

生活習慣の改善 287［+50］ 

 

食生活 206［+29］ 

運動習慣 245［+36］ 

歯と口の健康づくり 171［+12］ 

アルコール対策 160［+11］ 

こころの健康づくり 266［+47］ 

がん検診・各種健診の啓発 296［+46］ 

従業員の治療と仕事の両立支援 286［+45］ 

 

 （４）しまね☆健康づくりチャレンジ月間（9月）参加状況 

   参加有り：63事業所 

 

（５）謎解きウォークラリーしまねクエスト（9～12月）参加状況 

   参加有り：110事業所 

 

 （６）メールマガジンの活用状況について 

  〇利用有り: 243事業所 

  〇活用内容：社員へメール等での転送、添付チラシの掲示・回覧、安全衛生委員会で活用、 

社内イントラネットで周知、社内報への掲載、担当者の情報収集に活用、会議等での配布 等 

  〇メールマガジンの配信希望内容 

     女性の健康に関する情報（月経痛・更年期など）、短時間で出来る運動、ストレッチ体操、電子タバコ、腰痛・

肩こり改善の運動、感染情報、漢方薬や生薬の効能や特集、健康に役立つレシピ、具体的な喫煙のリスク、

デスクワーク向けの健康情報、メンタルヘルス関係、歯・目・姿勢に関する情報、体力維持のために筋肉をつ

ける方法、熱中症対策の周知やストレスチェックの義務など法的部分が変わってきているものがあれば早め

に知りたい、傷病応急処置、スマホ首予防・改善、特定保健指導の受診勧奨、被扶養者の健診受診勧奨等 

 

（７）しまね働く人と職場の健康づくり応援サイトの認知について  （※未回答あり） 

項目 事業所数（か所） 割合（％） 

知っており見たことがある 1４８ 50.0 

知っているが見たことはない 54 19.0 

知らない 92 31.0 

     

 

 

 

 

・最も多い取組は「がん検診・

各種健診の啓発」、次いで「た

ばこ対策」でした。 

・生活習慣の改善の中で最も多

い取組は「運動習慣」、次いで

「食生活」でした。 

・前年度と比較して最も増えた

取組は「生活習慣の改善」、次

いで「こころの健康づくり」で

した。 

お忙しい中、ご参加いただきあり

がとうございました！次年度も

ぜひご参加ください。 

約 7 割は「知っ

ている」ぜひご

活用ください！ 

しまね働く人と職場の健康づくり応援サイトはこちら → 



４．取組の感想 （抜粋） 

◆たばこ対策 

・喫煙所を 1 ヵ所にまとめることにより、受動喫煙対策がさらにできた。 

 

◆生活習慣の改善（食事・運動・アルコール・歯科） 

・食習慣の野菜摂取、減塩運動等の取り組みをそれぞれ啓発、推進している。 

・サークル活動が増えてきて（現在７つのサークル）、気軽に運動ができる環境になってきた。 

・全社員参加のウォーキングイベントを実施し、積極的な運動・体力づくりへの意識づけができたので良かった。 

・10～12月の 3ケ月に渡り、職場内健康づくりイベント(ウォーキング等)を実施している。今年度の参加率は 95％

以上に達しており、毎年恒例の取組として職場に定着している。 

・階段活用の奨励の取り組みとして、階段に標語を貼り、関心を持ちながら階段活用が出来た。1日に歩く歩数を

意識する従業員は多くなった。 

・健康体操を定期開催し可能な範囲で参加することにより、日頃の運動不足の解消につながる。 

・協会けんぽからの「事業所カルテ」の情報に基づき、生活習慣病に関するリアルなデータを開示したところ、リス

クへの気づきへと繋がった。また管理職へ健診受診や再検査対象者のフォローをお願いするきっかけとなった。 

・今年度より社員の健康を考えた新しい取り組みとして『管理栄養士が考えた日替わり弁当』を紹介、社内のグル

ープウェアにて毎日希望者を取りまとめて注文している。毎日の食事について振り返る手助けになれば嬉しい。 

・日々のラジオ体操とストレスチェック等で大きなケガ、病気もなく皆さんの健康維持出来ている。 

・毎朝のラジオ体操は定着しており、職員や利用者の方も継続できている。 

・弊社専用の腰痛体操、ストレッチを作成してもらい体操を各々でやるようにしていたが、就業前に全員で取組む

ようになり習慣づいてきた。 

・朝礼時にラジオ体操を取り入れたところ、朝から体を動かすことができて頭も体もすっきりするようになった。 

 

◆がん検診・各種健診 

・節目健診を実施し、人間ドックやがん検診の補助を行っている。早期発見早期治療に

つながっていると考えている。 

・今年度の定期健康診断では希望者による腫瘍マーカー検査を行い、ほとんどの従業員

が健康に関心を持っていることが確認できた。（会社費用補助あり） 

・例年に引き続き健診オプションとして腫瘍マーカー検査を継続して行うことで、要精検者の再受診を促す動機

付になっており、社員自身の健康に対する意識向上につながっている。 

・がんを経験された方に来社頂き、社員対象の健康教室を開催予定。今後もがん予防をテーマに社員対象の健

康教室を行う予定。 

・がん検診助成は継続することで、30，40代の子宮がん、乳がん検診受診者が微増していることも把握できる。 

・健康診断を詳しいものにしたところ、精密検査の受診や、意識の向上が見られるようになった。 

・健康を意識している従業員が増えている（健康診断結果をふまえかかりつけ医に相談・治療開始など）・少しず

つではあるが、保健指導を受ける従業員が増えつつある。 

・健診で精密検査対象者に必ず受診するよう声がけ＋文書で配布を実施する事で検査に行く従業員が増えた。 

・個々への声掛けも含め少しずつではあるが、歯科検診、治療へでかけるようになった。 

・二次健診の受診勧奨をするようになってから、問い合わせが増えたので、社員の意識に変化があった。 

・取組を継続して行っていることや経営者からの声掛けで従業員の健康意識の向上、二次健診の受診者も増

加。 



◆健康づくりによる職場環境づくり 

・治療と仕事の両立支援について、不妊治療休暇（年 12日まで、累計 24時間分は有給

とする。）の導入を初めて決定した。 

・今年度は、萩石見空港マラソン・宍道湖サンセットマラソン・安来市マラソン・松江城マラソンの各大会に健康増

進ブースの出店をさせていただき、県民の方多くに、健康寿命の延伸の大切さを PRできた。 

・社長をはじめとして社員皆が健康に関しての意識が強く普段の会話の中でも情報共有している事が多い。 

・「健康目標シート」を各自作成し、健康管理に関する意識が社員に定着した。 

・事業所ごとに血圧計を置き社員の皆さんに血圧を週 1回測定し、記録してもらった。検診時だけでなく普段の 

血圧値の数値を知ることが出来た。 

・社内運動会は家族も招待し実施した。多種競技を全力で楽しんでもらえた。 

・社員が心身ともに安心して健康的に働くことができる職場環境になったことで、社員の活力や生産性が向上し、 

離職率は大幅に低下した。また新卒採用も継続でき、人手不足は解消された。 

・支社内で、人事部の講話や産業医講話など定期時に実施することで、健康へ年々関心が増えていると感じる。 

・社内委員会で健康づくりに関してイベントの企画・運営や情報収集を行っているので総じて社員の健康に関す 

る意識が向上しているように感じる。 

・健康づくり講座の開催、健康に関するアンケート実施、二次健診対象者への呼びかけを工夫して報告義務化す 

ることにより、社員の健康意識がこれまでより向上していると感じている。 

・今年度初めて実施した健康週間アンケートや、これまで実施してきたセミナー、健康診断受診後のフォローを継 

続することで、社員一人ひとりの健康意識が向上していると感じる。 

・カンパニーに登録後、職場でがんになった職員がいて、環境づくりや体制を考えなおすことができた。 

・今年度より登録させていただいたが、継続的に周知することで社員の関心も高まったように感じる。会社で血圧

計を購入し、自由に利用できるようにした。 

・保険加入による治療費補助や健康相談制度が、早期の不調対処を可能にし、安心して働くことのできる環境に 

なった。また、様々な対策を講じることにより、社員の中に「会社は社員を大切にしてくれる」という信頼感がわく。 

・イベントの参加や回覧、安全衛生委員会にて情報を共有する等の取組みを通じ、社員の意識向上に繋がった。 

・健康に関して、ポスターや声掛けを行った。例年より健康に関しての関心が増えつつある。 

 

◆県（健康推進課・保健所等）の取組の活用 

・今年は健康づくりチャレンジ月間や謎解きウォークラリーの周知を行った。参加したかどうかまでは確認し

ていないが健康意識の啓発にはつながったと思う。 

・1人暮らしの社員も積極的に野菜を摂取しようとする姿勢や結果がみえたので、べジチェック実施ができて良かった。 

・昨年度、松江市健康推進課様に出前講座をして頂き好評だったため、今後も出前講座等を利用し、健康や働き方に

関するイベントを積極的に実施することで社員への知識理解を深めていきたい。 

・昨年度に引き続き 4週～5週毎に保健所からパネル等をお借りして全職員の通る見えやすい場所へ掲示した。2年 

目となると、以前お借りしたことのあるパネルになることも多々あったが、模型や測定器があるとより興味を示す職員が 

多い印象を受けた。今年度はじめて保健所からの「出前講座」を実施し反応が良かったため、来年度も計画したい。 

・「みんなで歩こうチャレンジコンテスト」に 2チーム（6人）で参加した。日頃の運動不足対策に有効だとわかった。 

・健康イベントでは血管年齢・肺年齢・べジチェック・体組成の測定をし、雲南保健所のご協力をいただいた。べジチェ

ックは好評で、来年度以降も同じように実施して欲しいという従業員の声もあった。 

・しまね☆まめなカンパニーに登録したことで、みんなで健康になろうという意識がより高まった。ポスターの掲示物を活 

用することができて、健康に対して周知しやすくなった。 



◆今後に向けて 

・引続き喫煙者の減少を目指したい。また、がん検診受診向上に向け、従業員への喚起を強化したい。 

・2年前より健康経営に取組んでいるが、検診の結果等を見ると加齢とともに基準値を外れる方も増えている。元

気で長く勤めてもらえるよう引き続き取り組んでいきたい。 

・健診の結果から個人の結果の目標が 1つでも減るようにと会社の目標としましたが、あまり達成出来ず、今年も

目標にしたい。衛生週間時に体脂肪、血圧測定、竹踏みをした。 

・若い頃からの運動習慣・食生活などの必要性を感じているが、無関心層への介入に難しさを感じている。まず

は、従業員に関心を持ってもらえるよう、必要な情報を分かりやすく、タイムリーに発信したい。 

・今年度は食生活を見直すきっかけ作りができ、職員の健康に対する意識の変化が見られた。次年度は協会け

んぽが作成される事業所カルテを参考に健康づくりの取り組みを増やしていく。 

・心の健康と体の健康は密接に関係していると感じており、生産性の低下の防止のためにも、心の健康について

職場環境の改善を含め、力を入れていく必要があると感じている。 

・事業所全体としての取り組みは難しい状況だが、職員が個人でも取り組めるように情報提供したり、声掛けしたり

していくことが大切だと思う。 

・健康づくり情報メールマガジンなどを参考にし、安全衛生委員会等で情報提供を続けるとともに、全国健康保険

協会島根支部からの事業所カルテも参考にして今後も生活習慣病リスクの改善につなげていきたい。 

・職員への周知はしているものの、職員が一緒になってからだを動かすなどの取り組みが出来ていない。無理な

く取り組め、継続を目標としていても、今後は、一緒に取り組める活動をしていきたい。 

・健康診断での有所見者が多く見られた。検査義務項目において基準値から外れている時の日常的なリスクなど

について専門家の目を通してかつ手軽に知り、潜在的に健康を意識するタイミングが増やせると良いと感じた。 

・健康について話す機会ができた。悪習慣を改善しようという意識にまで持って行けたらと思う。 

・健康についての情報提供やグループでのスポーツ等、積極的に取り組むことができた。今後も継続しながら、新

たな取り組みも考えていきたい。 

・引き続き社員に対し健康管理の必要性を認識させるためヘルスリテラシーの向上に向けた取組みを行いたい。 

・今後はチャレンジ月間や謎解きウォークイベントに会社全体で参加するように呼び掛けていきたい。 

・健康経営に関する取り組みを増やして市内事業者へも健康経営を普及していきたい。 

・☆５つ継続できるよう取り組む。メールマガジン等の情報の活用も検討したい。 

・健康志向が高まるには、未だ社内浸透が十分でない。そのため、継続的に情報発信し、役員からアルバイトま

で自分の健康、従業員の健康に意識を向ける啓蒙活動が必要だと感じている。 

・取組がまだまだ足りないのか、従業員の健康意識もあまり変わっていない。もう少し頑張って取り組もうと思う。 

・健康経営に取り組むことで、以前に比べて健康に対する意識が高まったと思う。今後も現状の取り組みを継続

し、更に新しい項目にも積極的に取り組んで、従業員のみなさまが笑顔で健康に働ける職場づくりを目指す。 

・社内掲示を定期的に行うようになり、それに伴い健康を意識する職員が増えた。職員が食事やできる範囲の体

操・運動実施などを行う人も多く、今後も健康づくりへ力をいれていきたい。 

・生活習慣（主に喫煙）はなかなかすぐには変えられないものだと思った。引き続き呼びかけて行きたいと思う。 

・来年度からストレスチェック体制導入など相談しやすい環境づくりを今後も継続的に取り組んでいきたい。 

・社内研修後はそれぞれ意識をしてできることから取り組む様子がみられるが、時間がたつと忘れてしまうので年

間通して従業員に声掛けをしていきたい。 

・本年度取組開始（参加）により社内の課題が見えてきたので 2年目に向け目標設定や行動に活かしたい。 

・12月に出前講座を利用し会員向けの「健康管理研修会（熱中症・高血圧・がん対策）」を開催した。多くの事業

所の方にご参加をいただき好評だったため、今後も定期的に実施したい。 



５．お悩み相談 

○啓発媒体について 

「禁煙、アルコール摂取等の啓発資料等は多いので社員さんへ資料提供がしやすいですが、食事関係の資料

等が少なく社員さんへの働きかけが難しいです。」 

→減塩や野菜摂取等についての啓発チラシやレシピについて、下記 HPに掲載しておりますのでぜひご活用く

ださい。紙媒体をご希望の場合は、各保健所へご連絡ください。 

＜掲載先＞ 

https://www.pref.shimane.lg.jp/medical/kenko/iryo/iryo_seido/kokuho_hokenjigyou/kokuho_hokenjigyou.html 

・動画の視聴もできるチラシ（しまねの健康づくりプラス１シリーズ） 

「ほどよい食塩摂取で健康に！」（PDF:360KB） 

「野菜をしっかり摂りましょう！」（PDF:1.11MB） 

https://www.pref.shimane.lg.jp/medical/kenko/kenko/syokuiku/ 

・すぐに役立つ お手軽レシピ 

・すぐに役立つ食生活ガイド 

 

○具体的な取組方法について 

「メンタルヘルスの取り組み方がまだよくわからない」 

→HPに掲載している「しまね☆まめなカンパニー認定事業所」一覧にて、各事業所の取組内容をご覧いただけ

ますのでこころの健康づくりについてもご参考になれば幸いです。また、取組方法は各事業所の状況によっても

異なりますので、保健所へご相談いただければ、具体的な取組方法を一緒に検討いたします。また、保健所によ

ってはこころの健康づくりに関する出前講座も実施しておりますので、社内全体への啓発方法の一つとしてぜひ

ご活用ください。 

 

「☆を全部埋めるにはどうしたらよいのでしょうか？」 

→５つの取組メニュー（たばこ対策、生活習慣の改善、こころの健康づくり、がん検診・各種健診の啓発、従業員

の仕事と治療の両立支援）のうち、取り組まれている数で☆を登録しています。毎年度末に取組報告を依頼しま

すので、その際に新たに取り組まれた項目があれば記入いただき、取組数に応じて追加で☆シールを送付させ

ていただきます。各項目の具体的な取組内容については、HPに掲載している「しまね☆まめなカンパニー認定

事業所」一覧にて、各事業所の取組内容をご覧いただけますのでご参考になれば幸いです。 

 

 

 

 

そのほか、取り組みについてお悩み等ございましたら、各保健所へご相談ください。 

 

 

 

 

 

 


